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【事業内容】

　復興事業の進捗による町道等整備に伴い新たに整備し供用が開始されている道路における

歩行者の生活と道路交通の安全性を確保するために防犯灯を整備するものである。

　新たに整備された町道等における防犯灯整備は供用開始に合わせて段階的に整備している

が、復興事業完了に伴い町道における歩行動線を勘案し、必要状況に併せて最終的な整備を

実施するものである。

　本整備場所は今後、新小中学校及び現在の小中学校への通学路や運動公園等への動線として

も想定される歩道であり、また、電気供給のための電柱整備も確定路線として整備されて

いることから、電柱共架による防犯灯の一括整備を実施するものとする。

【基幹事業との関連性】

　本事業により防犯灯を整備することで、都市再生区画整理事業等により新たに誕生する住宅地

居住住民の生活移動と整備された道路交通の安全性を確保するものである。

【事業費】

 　H31年度：3,499千円

平成31年度整備予定場所

① 清水・女川橋間

81,075円*15灯*1.08=1,313,415円≒1,313千円

② 中学校下付近道路

81,075円*5灯*1.08=437,805円≒437千円

③ 役場庁舎付近

81,075円*7灯*1.08=612,927円≒612千円

④ 地域医療センター付近

81,075円*5灯*1.08=437,805円≒437千円

⑤ 角浜・小乗間

81,075円*8灯*1.08=700,488円≒700千円

【事業期間】令和元年６月～令和元年年10月

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費 ３，４９９ 千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（25）市街地復興関連小規模施設整備事業

細要素事業名 防犯灯整備事業（町道等防犯灯整備事業）


